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知っておきたい季節の花⑩[ヤクシソウ] 学名 Paraixeris denticulata (Houtt.) Maxim. (キク科)

大洲地方のどこにでもあり、日当たりのよい里山の小道、崩壊地や伐採地などでごく普通に見られる 2年生

の草本です。高さは30，，-，80cmほどになり、枝を折ると白い乳液をだします。 9月"-'11月ごろ、枝先に直径1.5cm

ほどの黄色い花をたくさん付け、時にはいちめん黄色のお花畑のように見えることがあります。語源は、葉の

形が薬師如来の光背に似ているからだといわれています。

今月号のみどころ

o大洲市議会議員選挙 ..'・ H ・"… P2~3

0正副議長就任ごあいさつ…...・H ・.，…P4 

0第269回臨時市議会…...・H ・..………P4 

0市民ポストを設置しました…...・H ・..p5 

0市職員の給与・

定員管理等の状況 ….，.・H ・..p6 ~ 8 

今月の納税は

国民健康保険税

第 4期

納期は11月30日です

(写真・解説大洲市立博物館)

市民の動き

平成10年9月30日現在

人口 39，406人 ( +26) 

男 18，780人 (+ 6) 

女 20，626人 (+20) 

世帯数 14，264世帯 ( +23) 

面 積 240.99平方キロメートル



広報ああず '98 11月号

/9/27大洲市議会議員選挙/

市
民
の
期
待
を
背
負

-
+ 

人

の

新

議

員
、
ガ
誕
生

~ 

て

任
期
満
了
に
伴
う
大
洲
市
議
会
議
員
選
挙
は
、
九
月
二
十
日
告
示

さ
れ
、
九
月
二
十
七
日
(
日
)
投
票
、
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
で
は
、
定
数
二
十
二
人
に
対
し
、
新
人
四
人
を
含
む

二
十
四
人
が
立
候
補
。
選
挙
期
間
中
、
激
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

-_J 
ーーー晶画-時出~臥 市汁 号刊 Jι .，2， rit'1{ 

d‘市役所大ホールでの開票風景

大
洲
市
議
選

開
票
結
果

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
最
も
身

近
な
大
洲
市
議
会
議
員
を
選
ぶ
選
挙

は
、
九
月
二
十
日
に
告
示
さ
れ
、

二

十
七
日
、
市
内
二
十
六
カ
所
の
投
票

所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
は
、
定
数
二
十
二
人

に
対
し
て
二
十
四
人
の
立
候
補
者
が

あ
り
、
少
数
激
戦
の
選
挙
と
な
り
ま

し
た
。
最
終
投
票
率
は
八

一・

九
三

%
と
な
り
、
前
回
の
八
四
・
二
八
%

を
約
二
%
下
回
り
ま
し
た
。
こ
の
日

の
有
権
者
数
は
三
万
四
十
七
人
で
、

投
票
者
は
二
万
四
千
六
百
十
八
人
、

有
効
票
は
二
万
四
千
四
百
五
十
三
票

で
し
た
。

開
票
は
、
同
日
午
後
九
時
三
十
分

か
ら
、
市
役
所
二
階
大
ホ
l
ル
で
行

わ
れ
、
午
前
十
二
時
二
十
分
に
二
十

二
人
の
新
し
い
議
員
が
決
ま
り
ま
し

た
。
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新
議
員
の
内
訳
は
、
現
職
十
九
人
、

新
人
三
人
。
党
派
別
で
は
、
自
民
党

、十
八
人
、
公
明
、
共
産
党
が
各

一
人、

無
所
属
二
人
と
な
り
ま
し
た
。

~ 
昆

)内は前回の数字

率冒一小投

有権者数 投票者数 投票率

男 14，035人 11，309人
80.58% 
(82，94) 

女 16，012人 13，309人
83.12% 
(85.43) 

言十 30，047人 24，618人 81.93% 
(84.28) 
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信

男

憲

一

雄

男

利

博

徳

薫

平

文

一

策

郎

重

猛

輝

昭

本

誠

衛

郎

照

一

一

一

名

幸

保

敏

亀

隆

正

勝

久

幸

武

昇

紘

憲

新

喜

忠

秋

喜

正

保

淵

井

田

森

首

下

水

田

藤

岡

泉

田

野

本

野

岡

元

《

ロ

友

村

月

田

田

氏

久

田

向

窪

大

山

山

清

池

後

音

小

押

大

宮

中

吉

木

大

有

木

正

黒

村

得票数

1604票

1358票

1353票

1301票

1159票

1144票

1138票

1125票

1122票

1065票

1051票

1048票

1046票

1023票

1010票

1008票

998票

962票

947票

819票

795票

693票

620票

63票

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

(選管最終、無効票165、あん分票は小数点以下

切り捨て。 年齢は11月1日現在です。)
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窪み 向2 間 田た 久〈
固た 井ぃ 法~t イ呆'3.' 二新

~ +し
年一

当春農自
齢 ー
は人市

選 民 平 の議

③賀業現 空皆会
手 さ議

ーん員
清 し 山: 山3 大Z月でに
水字 下主 首ふ 森t日す
久く 隆た在現一 勝士 正3一 かで

博1- 当成農自 利t-当徳団公 男ぉ 当 徳農自
雄ぉ す

芳=ー 可圃。
当柚会自

敬称略社 民
( ( 

体 i月
--、 〆-‘、

選 64 選 民 57 選 61 選 民 50 
f支 、』ー〆 、、，〆 役 、、_./ ) 

③木 員現 ④ 能 業現 ②森員 現 ⑥森 業現 ) 

押で 小三 池い
け

田だ 泉1 田だ

E足E27、けん 紘1 幸2
、4、

文土 徳t
当阿会無

ち
当八会自 当常商自 当 上農自

選
社所 41 選多社民 57 選磐 民 51 49 選須 民 69 
役 属 役

①蔵員新 ⑨喜員現 ⑤ 町 業現 ③ 戒業現

合 合木き =とよ 中3 宮之 大主Eヨし
一ー も 岡ま 野の 本t 野のフEと

喜き

秋2直宮田恒た~・- 忠Ea園亨憧 -zayh 新え輝て 猛 け 重 し 郎ろ 策さ
当 市 団自 当若農自 し当平農自 げ 当 柳農自 当 阿 農共

体 民
( ( ( ( ( 

選 72 選 民 58 選 民 63 選 民 58 選 産 59 
職

⑦木員現 ③宮業現 ②野業 現 ②沢 業現 ③ 蔵業現

正む 木き 大E
月; 村t 3日4こたに

言奪t

当新団自 当 稲 農自
日百3

選 体 民
役

63 選 民 50 選 民 53 

③谷員現 ②田 職現 ③積業現

3 



広報ああず '98 11月号

大
洲

L

市
議
会
議
長

山

下

勝

利

豊
穣
の
秋
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
壮
健
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

不
肖
私
、
こ
の
た
び
改
選
後
初
の

臨
時
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
図
ら

ず
も
市
議
会
議
長
の
要
職
に
ご
推
挙

を
い
た
だ
き
就
任
を
い
た
し
ま
し
た
。

ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

正副議長就任ごあいさつ

大
洲
市
議
会
副
議
長

清

水

久

二

博

平
素
市
民
の
皆
様
に
は
、
市
政
発

展
の
た
め
に
格
別
の
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
私
、
去
る
十
月
五
日
の
臨
時
市

議
会
に
お
き
ま
し
て
、
図
ら
ず
も
副

議
長
の
重
職
に
ご
推
挙
い
た
だ
き
就

そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
今
日
の
我
が
国
を
取
り
巻

く
情
勢
は
、
少
子
高
齢
化
、
国
際
化
、

高
度
情
報
化
な
ど
が
急
速
に
進
展
す

る
中
で
、

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の

新
た
な
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
べ
く
、
大
き
な
変
革
期
に
直
面
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
況
の
中
、
本
市
に

お
き
ま
し
て
は
、
四
国
縦
貫
・
横
断

自
動
車
道
の
高
速
交
通
体
系
の
整
備

と
併
せ
、
地
方
拠
点
都
市
地
域
へ
の

企
業
進
出
が
本
格
化
す
る
な
ど
、
新

し
い
都
市
機
能
の
集
積
が
図
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
関
西
、
中
四
国
が
一

体
と
な
っ
た
新
経
済
圏
や
文
化
圏
が

構
成
さ
れ
る
中
で
、
本
市
が
四
国
西

南
地
域
の
中
核
都
市
と
し
て
大
き
く

任
を
い
た
し
ま
し
た
。

も
と
よ
り
微
力
で
ご
ざ
い
ま
す
が

山
下
議
長
の
も
と
、
先
輩
同
僚
議
員

の
絶
大
な
ご
支
援
ご
鞭
撞
を
賜
り
ま

し
て
こ
の
職
責
を
全
う
し
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
な
に
と

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
今
日
の
我
が

国
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
行
政
改
革

や
地
方
分
権
な
ど
変
革
の
時
期
を
迎

え
、
加
え
て
現
下
の
厳
し
い
経
済
情

勢
を
反
映
し
て
、
財
政
事
情
の
先
行

き
不
透
明
感
が
漂
う
厳
し
い
状
況
下

に
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
本
市
に
お
き
ま
し
で
も
、

少
子
高
齢
化
が

一
段
と
進
展
し
、
市

発
展
し
て
ま
い
り
ま
す
に
は
、
新
時

代
を
見
据
え
た
誤
り
の
な
い
対
応
と
、

積
極
的
な
施
策
の
展
開
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、

内
外
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
が
極
め
て

厳
し
く
、
し
か
も
重
大
な
時
期
に
議

長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
っ
た
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
上
は
議
員
各

位
の
ご
助
力
を
得
な
が
ら
円
満
な
る

議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
と

と
も
に
、
理
事
者
共
々
、
市
政
の
発

展
と
市
民
の
皆
様
の
幸
せ
づ
く
り
の

た
め
、
懸
命
の
努
力
を
し
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
で
も
、
今
後
な
お

一
層
の
ご
指

導
、
ご
鞭
撞
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

民
意
識
や
価
値
観
が
ま
す
ま
す
多
様

化
す
る
中
で
、
福
祉
施
策
の
充
実
を

始
め
、
新
し
い
農
業
の
確
立
や
都
市

基
盤
の
整
備
な
ど
、
今
後
取
り
組
ん

で
ま
い
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

が
山
積
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
私
と
い
た
し
ま

し
で
も
新
し
い
時
代
の
流
れ
を
的
確

に
と
ら
え
、

二
十

一
世
紀
を
め
ざ
し

た
う
る
お
い
と
活
力
の
あ
る
都
市
づ

く
り
を
め
ざ
し
、
山
下
議
長
の
も
と

で
そ
の
実
現
の
た
め
最
善
の
努
力
を

し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
格
別
の
ご
支
援
を
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

第
二
六
九
回

市
議
会
議
員
選
挙
後
初
の
臨
時
市

議
会
が
十
月
五
日
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

正
・
副
議
長
の
選
挙
、
委
員
会
構
成

な
ど
の
議
会
人
事
が
行
わ
れ
、
議
長

に
山
下
勝
利
氏
、
副
議
長
に
清
水
久

二
博
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
予
算
関
係

一
件
、
人
事
案

件
二
件
、
そ
の
他

一
件
の
四
議
案
が

提
出
さ
れ
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
人
事
案
件
で
選
任
及
び
推

薦
さ
れ
た
人
は
次
の
と
お
り
で
す
o

v監
査
委
員
木
村
誠
(
新
谷
、
六

十
三
歳
)

V
人
権
擁
護
委
員
稲
田

賓
留
(
平
野
、
七
十
一
歳
)

E義

A
S
A
 

人

事

【
正
・
副
議
長
の
選
挙
}

新
し
い
正
・
副
議
長
の
略
歴
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

山
下
勝
利
議
長
五
十
七
歳
、
当
選

四
回
、
大
洲
市
農
業
委
員
、
市
議
会

総
務
商
工
委
員
長
、
大
洲
市
監
査
委

員
な
ど
を
歴
任
。
県
立
有
畜
営
農
伝

習
所
卒
。
住
所
H
成
能
甲

一一

八
O

番
地

清
水
久
二
博
副
議
長
六
十
四
歳
、

当
選
三
回
、
市
議
会
総
務
商
工
委
員

会
副
委
員
長
、
建
設
農
林
委
員
長
、

肱
川
流
域
開
発
調
査
特
別
委
員
会
副

委
員
長
な
ど
を
歴
任
。
県
立
吉
田
高

等
学
校
卒
。
住
所
H
柚
木
七
五
五
番

地一
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E官
時

E義

市

A
Q
一品

【
市
議
会
各
委
員
会
委
員
の
選
任
}

(
O委
員
長
、

O
副
委
員
長
)

総
務
商
工
委
員
会

O
中
野
忠
重
、

O
山
首
正
男
、
正
月
衛
、
大
谷
宣
言
昭
、

清
水
久
二
博
、
土
口
岡
昇
平
、
小
泉
紘

文
建
設
農
林
委
員
会

O
窪
田
亀

一
、
O
後
藤
武
薫
、

宮
本
喜
一
郎
、

池
田
幸
徳
、
久
保
幸
信
、
大
森
隆
雄
、

大
野
新
策
厚
生
文
教
委
員
会
。

向
井
敏
憲
、

O
有
友
正
本
、
押
田
憲

一
、
吉
岡
猛
、
木
村
誠
、
田
淵
保
男
、

山
下
勝
利
、
木
元
秋
輝
議
会
運
営

委
員
会

O
大
森
隆
雄
、

O
山
首
正

男
、
池
田
幸
徳
、
久
保
幸
信
、

土
口
岡

昇
平
、
小
泉
紘
文
大
洲
喜
多
衛
生

事
務
組
合
議
会
議
員
有
友
正
本
、

中
野
忠
重
、
窪
田
亀

一
、
木
村
誠

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村
圏

組
合
議
会
議
員
土
口
岡
昇
平
農
業

委
員
会
委
員
宮
本
喜

一
郎

肱

川

流
域
開
発
調
査
特
別
委
員
会

O
久

保
幸
信
、

O
吉
岡
猛
、
有
友
正
本
、
窪

田
亀

一
、
木
村
誠
、
田
淵
保
男
、
大
野

新
策
同
和
対
策
特
別
委
員
会
。

池
田
幸
徳
、

O
宮
本
喜
一
郎
、
後
藤

武
薫
、
山
首
正
男
、
大
谷
寄
昭
、
木

村
誠
地
方
拠
点
都
市
対
策
特
別
委

員
会

O
大
森
隆
雄
、

O
小
泉
紘
文
、

向
井
敏
憲
、
中
野
忠
重
、
窪
田
亀

一
、

土
口
岡
昇
平
、
大
野
新
策
決
算
特
別

委
員
会

O
田
淵
保
男
、

O
宮
本
喜

一
郎
、
正
月
衛
、
山
首
正
男
、
向
井

敏
憲
、
窪
田
亀
一



広報おおず '98

あ
な
た
の
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

11月号

一一一 平成10年度 一一一

実建物調査実土地跡調査・

ご協力をお願いします
11月は、全国で「法人土地基本調査及び

法人建物調査」が行われます。

法人土地基本調査は、我が国の法人にお

ける土地の所有や利用の状況などについて

調査し、土地と建物を一体として把握する

ことにより、国土の利用状況に関する総合

的なデータを得ることを目的としています。

その結果は、統計資料として公表される

ほか、国や地方公共団体における土地政策

の立案のための基礎資料などとして活用さ

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
市
政
に
対

す
る
ご
意
見
・
ご
提
言
を
い
た
だ
く

た
め
に

「市
民
ポ
ス
ト
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の

建
設
的
な
ご
意
見
を
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
反
映
さ
せ
、
市
民
参
加
の
聞

か
れ
た
市
政
推
進
を
図
る
た
め
に
実

施
す
る
も
の
で
す
。

「
こ
う
し
た
ら
、
も
っ
と
大
洲
市

は
よ
く
な
る
」
「
将
来
の
た
め
に
、

ぜ
ひ
こ
ん
な
計
画
を
/
」
な
ど
、
私

た
ち
の
ま
ち
大
洲
市
を
よ
く
す
る
た

め
に
、
あ
な
た
の
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
(
市
民
ポ
ス
ト
に
は
、

提
言
用
紙
が
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
提
言
な
ど
を
記
入
の
う

え
、
ご
投
函
く
だ
さ
い
)

{
設
置
場
所
}

市
役
所
一
階
ロ
ビ

l
及
び
各
公
民

館
の
窓
口

【
問
い
合
わ
せ
先
}

総
務
財
政
課
広
報
広
聴
係

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
3
2
2
)

れます。

調査は、一定の統計的な方法により抽出

された全国約49万の法人が対象となります。

対象となった法人の皆さんには、 10月末ま

でに調査票が郵送されますので、所定の事

同封した返信用封筒に

ありのままを

項を記入いただき、

て、 11月30日までに返送してください。

なお、調査票は統計以外の目的に使用さ

れることはありませんので、

正確に記入してください。

大

切

な

公

的

年

金

二
十
一
世
紀
ヘ
引
き
継
ぐ
た
め
に

公
的
年
金
制
度
は
、
私
た
ち
の
老
老
後
の
生
活
費
を
自
分
で
準
備
し
な

後
の
生
活
を
支
え
る
大
切
な
制
度
で
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
高
齢

す
。

者
世
帯
の
年
間
平
均
所
得
金
額
は
三

最
近
、
公
的
年
金
に
対
す
る
不
信
百
十
六
万
円
で
、
そ
の
う
ち
公
的
年

感
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
特
金
・
恩
給
が
六
十
二
・
五
%
を
占
め

に
若
い
世
代
の
人
か
ら
「
自
分
が
年
る
と
い
う
調
査
結
果
が
で
て
い
ま
す
。

を
と
る
こ
ろ
に
は
年
金
は
も
ら
え
な
も
し
、
公
的
年
金
や
恩
給
が
な
く
な

い
」
と
か
、
「
公
的
年
金
は
払
っ
た
れ
ば
、
年
間
二
百
万
円
近
く
余
分
な

分
も
返
っ
て
こ
な
い
」
と
い
っ
た
発
蓄
え
が
必
要
に
な
る
わ
け
で
す
。

言
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
私
た
ち
が
安
心
し
て
老
後
を
迎
え

意
識
が
広
ま

っ
た
原
因
は
定
か
で
は
る
た
め
に
も
、
大
切
な
公
的
年
金
を

あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
子
・
高
齢
化
が

二
十

一
世
紀
に
引
き
継
い
で
い
か
な

進
み
、
将
来
、
公
的
年
金
は
破
綻
す
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
公
的
年
金
の

る
と
い
っ
た
こ
と
が
マ
ス
コ
ミ
な
ど
基
礎
と
な
る
国
民
年
金
へ
の
加
入
と

で
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
保
険
料
の
納
付
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

に
も
原
因
の
一
端
が
あ
る
よ
う
で
す
。

し
ま
す
。

し
か
し
、
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
※
年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

か
。
み
な
さ
ん
は
公
的
年
金
の
な
い
市
民
課
国
民
年
金
係
官

@
2
1
1
1

社

会

が

想

像

で

き

ま

す

か

?

(

内

線

I
l
l
・
-
1
2
)
ま
で
。

も
し
、
公
的
年
金
が
な
く
な
れ
ば

を

自
賠
責
保
険
(
共
済
)
の
加
入
に
つ
い
て

自
賠
責
保
険
(
共
済
)
は
、
万
・
損
害
保
険
会
社
各
社

一
の
交
通
事
故
の
際
の
基
本
的
な
・
農
業
協
同
組
合

(
J
A
共
済
)

対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
パ
イ
・
生
活
協
同
組
合

(全
労
災
)

ク
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含
め
、
・
自
動
車
共
済
協
同
組
合
(
全
自

す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
共
)

づ
け
ら
れ
て
い
る
強
制
保
険
で
す
。

{問
い
合
わ
せ
先
}

原

動

機

付

自

転

車

な

ど

の

所

有

税

務
課
軽
自
動
車
税
係

者

で

、

未

加

入

の

人

は

至

急

加

入

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
1
2
5
)

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

o

p
炉

V
自
賠
責
保
険

(共
済
)
を

6
v

取
り
扱
っ
て
い
る
会
社
等

5 



広報ああず '98 11月号

平成10年 4月1日現在における大洲市職員の給与 ・定員管理等

の状況を、次のように公表します口この公表は市民の皆さんに職

員給与等の実態を、正しく理解していただくために行うものですD

区 分 経験年数11年 経験年数17年 経験年数25年

大学卒 273，000円 328，800円 415，650円

一般行政職

高校卒 208，500円 273，367円 361，100円

高校卒

技能労務職

中学卒 179，800円 218，133円 285，600円

(1 ) 人件費の状況(普通会計決算)

区分 人住口民(基10本3台3帳1) 歳出額 A 実質収支 人件費 B
人件費率

人(B参件年考費度率) 
(B/A) 

9年度 39，136人 165億8，854万円 5億3，342万円 32億2.458万円 19.4% 20.1')も

(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

(2) 職員給与費の状況(普通会計予算)

給 与 費

区分

給 料 職員手当
期 末

計臼
勤勉手当

10年度 411人 14億6，181万円 2億1.715万円 6億9，189万円 123億7，085万円

(注) 1 職員手当には、退職手当を含みません。

2 給与費は、 9月補正後の予算に計上された額です。

(3) 職員の平均給料月額、平均給与月額及び
平均年齢の状況 (10年4月日現在)

1人当たり

給与費

(B/ A) 

577万円

一 般 行 政 職 技能労務職

区分

平均 平均
平均年齢

平均 平均
平均年齢

給料月額 給与月額 給料月額 給与月額

大洲市 305，078円 323，871円 39.0歳 254，886円 267，434円 41.1歳

国 315，850門 39.3歳 283，812円 47.8歳

(4) 職員の初任給の状況 (10年4月1日現在)

大 洲 市 園

区 分

初任給
採用 2年

初任給
採用 2 年

経過日給料額 経過日給料額

一般 大学卒 173，000円 187，000円 173，000円 187，000円

行政職 高校卒 140，700円 150，500円 140，700円 150，500円

(注)初任給は、試験の結果に基づいて採用された場合の額です。

6 



広報ああず '98 11月号

• 

大 洲 市

(8) 特別職の報酬等の状況 (10年4月1日)

時間 外勤務手当 区 分 給料、報酬等の月額 期末手当

年度 支給総額 職員 1人当たり支給年額
市 長 960，000円

8年 度 8，285万円 140千円 ( 9年度支給割合)

助 4宣 745，000円
9年 度 8，126万円 136千円 6月 1.6月分

収入役 652，000円

区 分 全 職 種
12月 1.9月分

議 長 480.000円
職員全体に占める手当

48.3% 3月 O. 5月分
支給職員の割合 副議長 390.000円

支給対象職員 1人当た
31，340円

計 4.0月分
り平均支給額 議 貝 357，000円

特殊勤務

手当の種類(手当数) 26 
手 当

(9) 職員手当の状況
研究手当(医療)、知的障害者(児)

( 9年度) 支給額の多
施設勤務手当、老人ホーム勤務 区 分 大 洲 市 国

代表的 い手当
手当、税務職手当

な手当
9年度支給割合 9年度支給割合

の名称
多くの職員 出納員手当、現場監督手当、税

期 末 手 当 勤勉手当
に支給され 務職手当、知的障室者(児)施設

大洲市ている手当 勤務手当、老人ホーム勤務手当 期末手当
6月期 1.6月分 0.6月分

12月 期 1.9月分 0.6月分
勤勉手当

3月期 0.55月分
国と

国の制度 国の制度と
区分 内 廿げ n

との異同 異なる内容 計 4.05月分 1.2月分
同じ

配偶者16，000円、扶養親族 2人目 職制上の段階、職務の級等による加算措置

まで5.500円、その他2，000円 、 配

扶養 偶者のない職員の扶養親族 1人目 (支給率) 自己都合 勧奨定年

11，000円 、扶養親族でない配偶 同 勤続 20年 21.0月分 28.875月分
大洲市手当

者を有する職員の扶養親族 l人目
， 

勤続 25年 33.75月分 44.55月分

6，500円。 定の年齢の扶養親族
勤続 35年 47.5月分 62.7月分 固と

1人につき4，000円を加算。 退職手当 同じ

持家居住者
最高限度額 60.0月分 62.7月分

借家居住者一家賃と12，000円の差
について、 (10年3月 その他の加算措置定年前早期退職特別措置
国が1.000円

住居 額が11，000円に達するまでその差 (取得後 5年 31日現在)
( 2%~20%加算)

額を支給(支給隈度額27，000円)
塁 以内は2.500 退職時 勧奨退職

手当 円)に対し、

持家居住者-3，500円
年数にかか 特 別 昇 給 2号給
わらず3.500
円を支給

1人当たり 自己都合 勧 奨
通勤距離片道 2km以よ 交通用具利

通勤 交通機関利用....運賃相当額
用者につい 平均支給額 204万円 2.240万円

異
ては、国の

手当 交通用具利用・…運賃相当額の 定額方式に (i注)退職手当の l人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係ξ

対し定率方 職員に支給された平均額です。
約65% 式を採用

7 



広報ああず '98 11月号

④ 定員適正化計画の年次別進捗状況(実績)の内訳 同部門別職員数の状況と主な増減理由
O一般行政部門 (平成10年4月1日現在) (平成年10年4月1日現在)

¥ 区分 計B画前年年 91年年目 120年目年
9~10年 手概法(事由)の要

言十

~ 職員数 対削年
滅 事司i~ (減員理由) H9 H10 増減数

主な増減理由
議

増 F電~ 議 4z2z h 5 5 

A企込
差 ヲ|~ (増員理由) 総 務 60 62 2 地方拠点都市整備関係業務増・その他

:zo;: 
職 員数 5 5 5 5 税 務 20 20 
減 F主 ~ (減員理由) 民 生 152 152 

審査、
増 F重 ~ 5 2 7 

韓政再
衛 生 17 18 コミ対策等業務増

務
差 ヨ|~ 4 2 6 (増員理由) 労 働 。 。
職 員数 56 60 62 62 地方担点都市草稿調高童話増等 農 水 31 29 ム 2 退職職員不補充 ーその他

税
;成 ~ (減員理由) 商 工 日 8 
増 事ヨL

--------
士 木 36 35 ム 1 退職職員不補充

務
差 ヨ|

--------
(増員理由) 計 329 329 。

職員数 20 20 20 20 
特再政開 教 育 87 82 ム 5 給食センター等職員委託等

農
減 F電

--------
2 2 (減員理由) 計 87 82 ム 5

増 F電~ 退職職員不補充等 病院 151 158 7 看護体制の充実等

水
差 ヲ|~ ム 2 ム 1 (増員理由) 水道 11 11 
職員数 30 31 29 29 下水道 9 9 

商
減 Fミ

--------

(減員理由)
その他 10 9 ム 1 欠員不楠充

増 Fミ~ 小計 181 187 6 
差 ヲ|

--------
(増員理由) d口』 計 597 598 工

職 員数 7 日 8 8 (注)職員数は一般職に属する職員数であり 、地方公務員の身分を保

土
減 F電 ~ 3 4 (減員理由) 有する休職者・派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員 を除い

増 F電~ 退職職員不備充等 ています。

木
差 ヨ|~ ム 3 ム 1 ム 4 (増員理由) 。1) 定員適正化計画の数値目標及び進捗状況等
職員数 39 36 35 35 
i減 員 ~ 2 3 5 (減員理由)

① 定員適正化目標(数 ・率)

民
増 員 ~ 3 4 退職職員不補充等

一般行政職における職員数は、計画年の平成8年度においては第

5次の定員モデル数内にありますが、今後諸事業等の増加による定

生
差 ヲl

--------
ム 1 。ム 1 (増員理由) 員増が考慮されます。しかし、平成13年までの5年間においては職

職員数 153 152 152 152 介護保険等関係業務増 員数の増加を抑制 します。一般行政部門全体においても、こ の 5年

衛
滅i F電 ~ (減員理由) 聞においては、平成8年度計画時に対して増加を抑制 します。(0 

増 員 ~ %の増減を計画)他部門においては、積極的に民間委託の導入 を検

差 ヨ|~ (増員理由)
討中です。

生
職員 数 17 17 18 18 

② 定員適正化手法の概要

-期限の定められた事業については、事業終了後定員の削減。

0特別行政部門 -委託可能な事業については、積極的な民間委託を導入。

¥ B 年 9 年 10 年 9~10年 手法(事由)の
-行政需要に対応した組織、機構の見直し。

区分
計画前年 1年目 2年目 計 概 要 ③ 定員適正化計画の年次別進捗状況 (実績)の概要

j戚 員 ~ 2 5 7 n成員理由)
(平成10年4月 1日現在)

計8画前年年 91年年目
9~10年

数(参値考目標) 教 増 員 ~ 判給食センヲー等監員委託等 ¥ 区分 10 目年
2年 計

育 差 ヲ|~ ム 2 ム 5 ム 7 (増員理由) 滅 F主~ 6 6 12 / 職員数 89 87 82 82 

般T政7 

増 員 ~ 8 6 14 

0公営企業等部門 差 ヲ|~ 2 。 2(99%) ム2

~ 日年 9 年 10 年 9~10年 手法(事由)の
職員数 327 329 329 329 327 

区分
計画前年 1年目 2年巨 計 概 要 (注) 1 計画期間は、 9-13年の5年間です。

減 F言i~ 2 2 (減員理由)
2 ( )内の数値は、数値目標に対する進捗率を示しています。

病
増 F竜

--------
6 7 13 (参考) (平成10年4月 1日現在)

院
差 ヨ|~ 4 7 11 (増員理由) I~ 区分 計8画前年年 91年年目 10 目年 9~10年

数(参値考目標) 
職 員数 147 151 158 158 看護体制の充実等

2年 計

減 Eミi~ (減員理由)

首長

;戚 員 ~ 2 5 7 / 水
増 員

--------
増 ~ 

--------差 ヲ|

--------
(増員理由) 差 ヲ|

--------
ム 2 ム 5 ム7(101%) ム6

道
職員数 11 11 11 11 職員数 89 87 82 82 83 

下
j成 事主

--------
(減員理由) j戚 Eヨi~ 3 4 / 増 享ミ~ 増 手ヨi~ 6 7 13 

水
差 ヨ|

--------
ム 1 ム 1 (増員理由) 差 ヲ|

--------
3 6 9(97%) 14 

道
職員数 10 日 9 9 職員数 178 181 187 187 192 

そ
減 Fミ

--------
(減員理由) 減 E電~ 5 5 / 

の
増 員~ 欠損不補充

計
増 員~ 6 7 

他
差 ヲ|

--------
ム1 ムl (増員理由) 差 ヲ1

--------
2(98%) B 

職員数 10 10 9 9 職員数 267 268 269 269 275 
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A-v 

歴
史
・
文
化
的
町
並
み
探
訪
の
旅

パ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

本
年
度
第
二
弾
と
な
る
パ
ス
ツ
ア
l

【
定
員
】
四
十
名
(
応
募
多
数
の
場

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

合
は
抽
選
、
た
だ
し
前
回
抽
選
に

{

日

時

}

も

れ

た

人

で

再

応

募

さ

れ

た

場

合

平
成
十
年
十
一
月
二
十

八

日

出

は

優

先

し

ま

す

)

午
前
八
時
j

午
後
四
時
三
十
分
【
集
合
場
所
】

(

雨

天

決

行

)

八

幡

浜

市

役

所

午

前

八

時

【コ

l
ス

}

大

洲

市

役

所

午

前

八

時

三
十
分

字
和
町
(
中
町
の
町
並
み
見
学
)
宇
和
町
役
場
午
前
九
時

内
子
町
(
八
日
市
護
国
の
町
並
み
【
参
加
費
}
千
円
(
当
日
徴
収
)

見

学

)

{

応

募

期

限

}

平

成

十

年

十

一
月
十

こ
の
ク
イ
ズ
ラ
リ
l
は
、
八
幡
浜
・

大
洲
圏
域
に
定
め
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を

O
×
ク
イ
ズ
に
答
え
な
が
ら

巡
る
も
の
で
、
正
解
者
に
は
抽
選
で

豪
華
商
品
が
当
た
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
開
催
期
間
】

平
成
十

一
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

【チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
}

八
幡
浜
市
民
図
書
館

・
お
お
ず
赤

煉
瓦
館
・
長
浜
町
ふ
れ
あ
い
会
館

・

内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ

l
ク
か
ら
り
・

五
十
崎
町
凧
博
物
館
・
肱
川
町
風
の

博
物
館
・
河
辺
村
ふ
る
さ
と
の
宿
・

保
内
町
文
化
会
館

・
伊
方
町
き
ら
ら

館
・
瀬
戸
町
農
業
公
園
・

三
崎
町
三

崎
漁
師
物
語
り

・
三
瓶
町
須
崎
豊
田
・

明
浜
町
ふ
る
さ
と
創
生
館

・
宇
和
町

砂
防
の
里
温
泉
・
野
村
町
シ
ル
ク
博
物

館
・
城
川
町
特
産
品
セ
ン
タ
ー

{
応
募
方
法
】

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
は

O
×
ク

イ
ズ
が
出
題
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

台
紙
の
正
解
欄
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し

ま
す
。
コ
ー
ス
で
決
め
ら
れ
た
点
数

分
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
ガ
イ
ド
マ

ッ
プ
兼
ス
タ
ン

プ
台
紙
は
各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の

ほ
か
、
圏
域
の
市
町
村
役
場
の
受
付

窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

【
コ
l
ス
と
賞
品
】

①
よ
く
ば
り
コ
ー
ス

十
万
円
旅
行
券
、
カ
メ
ラ
、
ワ
イ

ド
テ
レ
ビ
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
l
ド、

食
事
券
、
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
賞
な
ど

②
海
め
ぐ
り
コ
ー
ス

海
辺
の
特
産
品
詰
め
合
わ
せ
セ
ツ

玄

-v

日

ω
(当
日
消
印
有
効
)

{
応
募
方
法
}
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号、

集
合

場
所
を
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

{
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
}

一T
7
9
5
8
6
0
1

大
洲
市
大
洲
6
9
0
ー
1

八
幡

浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合

「
町
並
み
探
訪
パ
ス
ツ
ア
l
」
係

宮

@
0
5
6
0

ト
(
十
六
名
)

③
山
と
里
め
ぐ
り
コ
ー
ス

山
と
里
の
特
産
品
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ

ト
(
十
六
名
)

こ
の
ほ
か
、
不
正
解
の
人
も
含
め

て
、
応
募
者
全
員
の
中
か
ら
抽
選
で

六
十
名
に
特
製
テ
レ
カ
を
贈
呈
。

{
応
募
締
切
】

平
成
十
一
年
三
月
五
日
(
当
日
消

印
有
効
)

{
問
い
合
わ
せ
先
}

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村

圏
組
合
(
八
幡
浜
・
大
洲
地
方
拠
点

都
市
対
策
室
)
宮
@
0
5
6
0
ま
で
。

世rー1

会突きi
尊zfE翠
重う曇存百
都?阜んン

市E主リ
主占扇 l 
盲ん雪ズ

No.24 

こ
と
し
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
出

て
ち
ょ
う
ど
五
十
周
年
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、一

九
四
八
年
十
二
月
十

こ
〈
さ
し
れ
ん
ご
う
そ
う
カ
い

日
の
第
三
回
国
井
県
合
総
会
に
お
い

に
、
行
け一
べ
て
の
人
民
止
しグ
p
k
mu

国
が
達
成
汁
ベ
き
人
権
の
共
通
基
準
」

と
し
て
採
択
さ
れ
た
宣
言
で
あ
り
ま

す
。

せ

ん

そ

う

か

ず

おお二
度
初
炊
き
な
戦
争
に
よ

っ
て
数

多
¥
の
人
命
が
う
ば
わ
れ
ケ
人
権
が

L
λ
カ
l

v

M

人
せ
iv

侵
害
活
れ
ま

L
h
~
。
に
の
反
省
に
よ

[
メ
之
l

v

F

U

才

ホ

カ

約
いよ
一
次
類
批
伊
和
を
願
い
、
人
権
を

尊
重
す
る
精
神
を
第
一
に
、
こ
の
宣

言
を
採
択
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

かん
こ
れ
均
一
授
け
討
に
国
際
的
な
人
権
に

関
す
る
条
約
、
規
約
は
と
叶
五
を
数

え
持
す
。
今
や
、
人
権
問
題
は
世
界

の
流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ziZTま??d併合会
?で《会両守主活 2主脅す:嬉

2そi?手口ヰ?り22 
5 会主i~唱?をそi命1毒

事 ijそむれぞ2
7 委主?31 21;i 

わ
が
大
洲
市
で
も
こ
の
よ
う
な
す

人
権
と
同
和
教
育

ば
ら
し
い

「人
権
尊
重
都
市
」
宣
言

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
宣
言
は
、
基

本
的
人
唯
尊
撞
の
精
神
が
、
市
民
す

べ
て
よ
術
指
被

っ
て
、
大
洲
市
が
、

火
権
の
共
存
す
る
、
差
別
の
な
い
、

生

Z
R
d
u

一寸，

明
る
く
住
み
よ
い
、
国
際
社
会
に
ふ

さ
わ
し
い
町
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
行

っ
た
も
の
で
す
。

差別のない明るく住みよいまちづくり

人権尊重亘書都市

@ 大洲市

世界人権宣言50周年記念 平成10年10月1日
ノ

(
原
寸
大
・
色
は
空
色
系
で
す
)

ま
た
い
た
の
世
界
人
権
宣
言
五
十

周
年
を
記
念
し
て
、
差
別
の
な
い
ー

マ

ホ

カ

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
守つ
く
り
を
願

さ
く
せ
し

い
こ
の
よ
う
な
シ

l
ル
を
作
成
し
ま

み
も
と
ち
ょ
う
き
こ
と
わ

し
た
。
「
身
元
調
査
お
断
り
」
シ
ー

ル
と
あ
め
せ
て
、
よ
く
目
に
つ
く
と

こ
ろ
に
貼

っ
て
い
た
す
き
、
人
権
の

共
存
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

9 
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誠
一か

い脳一飯
山川町

uu

一一一
一
誠

一一死
一丸

一一州
城
一

大
洲
市
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
迎
え
る
平
成
十
六
年

(二

O
O
四
)
を
目
指
し
て
、
大
洲
城
本
丸
跡
に
、
天
守
閣
と
、

現
存
す
る
台
所
・
高
欄
両
櫓
を
結
ぶ
多
聞
櫓
を
復
元
す
る
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
洲
城
に
関
す
る
写
真
や
資
料
な
ど

を
お
持
ち
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

に
対
し
て
の
ご
意
見
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
商
工
観
光
課
ま
ち

づ
く
り
対
策
係

g
@
2
1
1
1
(
内
線
2
2
2
)

城
跡
周
辺
の
樹
木
調
査
と
樹
木

整
備
後
の
予
測
調
査
を
実
施
③

前
号
で
は
、
大
洲
城
跡
と
そ
の
周

辺
に
生
育
し
て
い
る
樹
木
の
う
ち
、

石
垣
や
景
観
に
影
響
の
あ
る
も
の
を

紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
れ
ら

の
樹
木
を
伐
採
し
た
あ
と
の
生
態
系

な
ど
の
予
想
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

現

在

の

樹

木

の

実

態

城
山
は
比
較
的
小
面
積
で
、
こ
の

う
ち
、
本
丸
を
始
め
と
す
る
平
坦
地

の
樹
木
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
修
景

用
に
植
栽
さ
れ
た
孤
立
木
で
す
。
樹

木
が
集
団
に
な
っ
て
生
育
し
て
い
て

樹
林
立
坪
ベ
る
区
域
は
、
三
の
丸
水

の
手
曲
輪
斜
面
と
本
丸
下
の
東
斜
面

だ
け
で
す
。
こ
の
区
域
に
生
立
し
て

い
る
二
M
川
以
上
の
樹
木
の
種
類
は
、

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、

ス
ギ
で
、
全
体
の
約
六
十
%
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
イ
ロ
ハ
モ

ミ
ジ
と
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、
第
二
次

大
戦
後
に
数
回
に
わ
た
っ
て
、
ま
た

ス
ギ
は
、
明
治
時
代
の
末
期
か
ら
大

正
初
期
に
大
部
分
が
植
栽
さ
れ
た
も

の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

天
然
生
の
樹
木
で
は
、
エ
ノ
キ
が

最
も
多
く
、
そ
の
他
の
主
な
も
の
は

ア
ラ
カ
シ
、
ク
ス
ノ
キ
、
パ
ク
チ
ノ

号27 第

キ
が
七

i
九
本
生
育
し
て
い
る
だ
け

で
す
。こ

の
区
域
の
築
城
前
後
の
樹
林
の

有
無
な
ど
は
知
る
術
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
繰
り
返
し
伐
採
が
行
わ
れ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
、
古
く
て
も
江
戸
時

代
末
期
の
こ
ろ
に
肱
川
沿
い
の
川
端

に
あ
っ
た
エ
ノ
キ
な
ど
の
小
径
木
が

現
在
大
木
と
な
っ
て
残
存
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
三
の
丸
水

の
手
曲
輪
と
本
丸
下
の
東
斜
面
の
樹

木
は
一
本
来
な
れ
ば
近
く
の
八
幡
神

L2う

社
社
叢
の
よ
う
な
常
緑
広
葉
樹
を
主

と
す
る
樹
林
が
成
立
す
る
は
ず
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
区
域
は
、
植
栽
木
が

過
半
数
を
占
め
、
ま
た
天
然
生
の
樹

種
、
本
数
や
大
径
木
が
少
な
く
、
さ

ら
に
、
普
通
の
自
然
林
で
は
、
林
内

の
階
層
が
立
体
的
に
高
木
層
・
亜
高

木
層
・
低
木
層
・
草
本
層
か
ら
構
成

さ
れ
ま
す
が
、
こ
こ
の
大
部
分
は
低

木
層
を
欠
い
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

植
栽
木
以
外
の
樹
木
も
人
手
が
著
し

く
加
わ
っ
た
二
次
林
の
断
片
と
見
な

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

伐

採

が

自

然

生

態

系

に

与

え

る

影

響

本
丸
な
ど
の
平
坦
地
に
生
育
す
る

孤
立
木
の
伐
採
は
、

本
数
も
少
な
く
、

生
態
系
に
与
え
る
影
響
は
な
い
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

市
街
地
か
ら
城
跡
の
遠
望
を
最
も

阻
害
し
て
い
る
の
は
、

三
の
丸
水
の

手
曲
輪
と
本
丸
下
の
東
斜
面
の
樹
林

で
、
伐
採
が
適
当
と
想
定
さ
れ
る
ス

ギ
が
最
も
多
い
の
は
前
者
の
区
域
で

す
。
こ
の
斜
面
は
、
主
に
イ
ロ
ハ
モ
ミ

ジ
と
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
植
栽
さ
れ
、

エ
ノ
キ
や
ム
ク
ノ
キ
の
天
然
生
落
葉

広
葉
樹
が
点
在
し
、
さ
ら
に
ス
ギ
の

大
径
木
が
混
じ
っ
た
針
広
混
交
林
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
著
し
く
自
然
植
生
が

破
壊
さ
れ
改
変
さ
れ
た
樹
林
内
の
ス

ギ
を
伐
採
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど

の
程
度
自
然
生
態
系
に
影
響
が
出
る

も
の
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
般
的

に
単
純
林
の
場
合
で
は
、
広
葉
樹
林

は
ス
ギ
な
ど
の
針
葉
樹
林
に
比
べ
て
、

鳥
類
に
対
し
て
多
様
度
が
高
い
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
亡
れ
は
、

鳥
類
の
エ
サ
が
広
葉
樹
の
種
子
や
見

虫
に
依
存
す
る
こ
と
、
お
よ
び
営
巣

10 

を
主
と
す
る
生
息
場
所
が
影
響
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
昆
虫
も
針
葉
樹
よ
り
も
広
葉

樹
林
の
方
が
種
類
数
、
固
体
数
と
も

多
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
小
動
物
に
つ
い
て
も
、
昆
虫

と
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
斜
面
の
中
・

上
部
の
落
葉
広
葉
樹
林
中
の
ス
ギ
多

数
を
伐
採
し
て
も
、
樹
林
内
で
は
間

伐
程
度
で
あ
り
、
自
然
生
態
系
を
破

壊
す
る
ほ
ど
の
行
為
で
も
な
く
、
先

の
理
由
か
ら
も
自
然
生
態
系
に
与
え

る
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
と
推

定
さ
れ
ま
す
。

現状市街図に元禄絵図を重ねた平面図

(紫色は当時の建物及び塀など)
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9月26日(土)砂

家族米つ<"-，体験， 98 
「収穫祭」の一環とじで

餅っき大会tf行われ、多

くの家族連れtf参加。子

どそラたち 1ëJ:、代わ~tfわ

3慣れた主い手つきで杵き

ß，~つだ後、早速、っき

だでのちちを味わつでい

まレ定。

..9月8日伏)

敬老の日き前l己、数九年 100歳以上の高齢者と老人

福祉施設(とみす寮・清和園・希望ケ丘荘) 1こ入所し

ている人たちを桝田市長らfj'I訪問レ、すi祝い品き手渡

レまじた。

....9月9日岡

大洲高校 「藤樹祭」 の仮装行列fj'I行われましだ。

民族衣装、ヂイズ二ーや?ニメのキやうつ9一号ど趣

向き凝レた仮装で、沿道の人たちを楽レまぜ示レだ。

9月12日(:1:)砂

IIヌーき通じで自然l己親レみ、

人の輸さ広げようと「ふれあいII

又一教室J fj'I行われ、障害き持つ

人たちn-<:ポラン子イ?の指導さ受

けちがちII又ーさ楽しみましだ。‘9月22日伏)
観光うttいのうーズンtf終わ"-，、

一三ミ 主役のウへの感謝祭tf行われまじ

戸だ。天候l己恵まれだ今年1eJ:、観光
客ち増加。関係者1eJ:、ウl己小?三;

き与え，、労をねぎらいましだ。

..9月24日(柄

上須戒の松久保野菜組

( 

合の観光イモ園で開園式 t 
tf開ttれまレだ。招待さ 、
れだ保育所の園児だち1eJ:、

9月30日体)砂
大洲市社会福祉協議会ff爪-μヘ

/レパーを派遣しでLl ~1'虫"-，暮 Lうレヤ〉
体の不自由ち例年寄りさ対象l己「ふ

れあいいちだきのつどい」玄関催じ

ましだ。ポラ〉子イ?玄含む約 180
人tfいちだきさ味わいた'!JtfLう、 II::ラ
オケヤ〉ヴー仏き楽しみましだ。

‘10月1日岡
高齢者の夜間事故き防止じようと

大洲市と交通安全母の会tf，市民会

館前で夜間反射材き配布。交通安全

き呼びttけた主tPう、靴の介n'と12反
射材き貼付じましだ。

イモ掘りを楽レんだ後、

s，ttレたイモモ主計いレそ

うに15うばつでいまじた。

Jf 



11月号広報ああず '98

催
し
物
の
ご
案
内

小附溢。温纏簿潤
零弘争怠可ι侍牟牛刈込比
砂可

【。】唱凶ぷ』広£
ν25コ;コ
3Li主』主お誕E
話淑矧矧矧液矧液出惣溺測矧矧可矧パ

叶

7》働
震
噂
#
義
伶
毒
鞍
撃
必緩粉
J

県
産
品
を
広
く
紹
介
し
、
そ
の
消
費

拡
大
を
図
ろ
う
と

『第
一
一十
二
回
南
予

地
区
愛
媛
県
産
品
ま
つ
り
』
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
地
域
の
特
産
品
な
ど
が
展
示

即
売
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
ご
家

族
お
揃
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

O
十

一
月
十
四
日
出

十
一
時

1
十
八
時

O
十

一
月
十
五
日
田

十
時
j
十
七
時

【
場
所
】

-
ア
ク
ト
ピ
ア
大
洲

六
階
ア
ク
ト
ビ
ア
ホ
ー
ル

【
出
品
物
】

O
食
料
品
・
繊
維
製
品
、
紙
・
紙
加

工
品
、
木
・
竹
製
品
、
窯
業
製
品
、

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

九
月
二
十
四
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金

一
封
(
寄
付
金
)

阿

蔵

金

一
封
(
寄
付
金
)

中

村

西
川
ミ
サ
コ

中
野

正
光

(
指
定
配
分
)

金

一
封
(
久
米
地
区
社
協
・
市
社
協
へ
)

阿

蔵

梶

谷

繁

一

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

八

多

喜

町

岡

崎

昭

郎

金
一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

阿

蔵

兵

頭

富

男

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
・
平
地
下
鶴

寿
会
・
市
社
協
へ
)

そ
の
他
製
品
(
展
示
即
売
を
行
い

ま
す
)

【
問
い
合
わ
せ
先
】

八
幡
浜
地
方
局
産
業
経
済
部
商
工
労

務
課

8
0
8
9
4
・
2
2
・
4
1
1
1

(
内
線

3
1
1
・
3
1
2
)

平
成
十
年
度
県
民
総
合
文
化
祭
が
十

一
月
七
日
出
か
ら
二
十
九
日
制
ま
で
の

二
十
三
日
間
、

「
未

来

へ

つ

な

げ

文

化
の
か
け
は
し
」
を
テ

l
マ
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
県
内
各
所
で
多
彩
な
催
し
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
洲
市
で
は
、
吟
道
の
普
及
向
上
と

平

野

町

城

金
一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ
)

菅

田

町

大

野

金
一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

阿

蔵

松

本

金
一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ
)

菅

田

町

西

野

金
一
封
(
菅
田
地
区
社
協
へ
)

菅

田

町

井

上

昭

利

金
一
封
(
大
洲
市
身
体
障
害
者
協
議
会
・

田
口
老
人
ク
ラ
ブ
へ
)

田

口

岩

井

ヤ

エ

子

金
一
封
(
寄
付
金
を
大
洲
育
成
園
・
大

洲

学

園

へ

)

若

宮

吉

岡

友

睦

金
一
封
(
協
力
会
員
の
預
託
点
数
慰
労

金
を
喜
多
地
区
社
協
・
市
社
協
へ
) 光

儀
安
子

吉
正

正
盛

本
県
の
芸
術
文
化
振
興
を
図
る
た
め
に

「
吟
詠
剣
詩
舞
公
演
』
が
行
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

【
日
時
】

十

一
月
二
十
九
日
制

十
三
時
三
十
分

i
十
六
時
三
十
分

【
場
所
}

大
洲
市
民
会
館

【
入
場
料
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
調
整
課

8
@
2
1
1
1

(内
線

3
8
6
)
/県
民
総
合
文
化
祭
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
県
庁
文
化
振

興
課
文
化
事
業
係
8
0
8
9
・
9
4
1
・

2
1
1
1
(内
線

2
1
8
8
)
ま
で
。

田

口

久

保

田

ハ

ル

ヱ

八
月
二
十
五
日
j
九
月
二
十
四
日
ま
で

累

計

額

四

O
一
万
二
、
六
九
九
円

内
指
定
配
分

二
五
九
万
六
、
六
三
四
円

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

図書館

十

月
新
刊
案
内

土
日
で
マ
ス
タ
ー

W
I
n
d
o
w
s
M
m

高
作
義
明
・
川
嶋
優
子
著

自
由
の
森
で
大
学
ご
っ
こ永

六
輔
ほ
か
著

幸
せ
に
な
る
赤
ち
ゃ
ん
の
名
づ
け
事
典

菅
原
緑
夏
著

万
葉
時
代
の
さ
ら
り
l
ま
ん太

田
隆
次
著

秋

篠

宮

さ

ま

江

森

敬

治

著

人
わ
れ
を
漢
好
と
呼
ぶ

i
在
兆
銘
伝

杉
森
久
英
著

マ
リ

1
・
ァ
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
生
涯

藤
本
ひ
と
み
著

休

日

は

ア

フ

リ

カ

で

内

田

淳

著

ゴ
ジ
ラ
の
謎
!
怪
獣
神
話
と
日
本
人

高
橋
敏
夫
著

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
時
代
田
中
尚
輝
著

居
場
所
を
失
っ
た
子
ど
も
た
ち

町
沢
静
夫
著

S
P
E
E
D
(
覚
せ
い
剤
)
危
う
い
少

女

た

ち

埼

玉

新

聞

編

集

局

著

学
校
の
情
報
公
開兼

子
仁

・
早
川
昌
秀
著

イ
ギ
リ
ス
が
教
え
て
く
れ
た
大
人
の
お

し

ゃ

れ

マ

1
ク
ス
寿
子
著

迷
走
す
る
精
子
た
ち
森
本
義
晴
著

こ
こ
ろ
の
健
康
百
科
大
塚
俊
男
他
編

心
療
内
科
が
わ
か
る
本
|
ひ
と
り
で
悩

ん

で

い

る

あ

な

た

へ

芦

原

陸

著

検
証
・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚
染川

名
英
之
著

エ

ス

テ

地

獄

藤

崎

か

ん

な

子

著

お
い
し
い
!
か
ん
た
ん
1

賄
い
料
理

江
上
和
子
著

中
高
年
の
ウ
ォ

1
キ
ン
グ
登
山
入
門

大
垣
晃

一
著

大
人
の
た
め
の
教
科
書
の
歌

12 

川

崎

洋

著

こ
だ
わ
り
露
出
テ
ク
ニ
ッ
ク

T
T
L

測

光

フ

ル

活

用

馬

場

信

幸

著

娘

心

に

ブ

ル

ー

ス

を

原

由

子

著

夫

の

宿

題

遠

藤

順

子

著

み
だ
れ
髪
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
語
訳

俵

万

智

著

楽

し

く

始

め

る

川

柳

山

本

克

夫

著

死
刑
執
行
人
の
記
録
坂
本
敏
夫
著

来

初

花

遠

藤

誉

著

天

使

の

鳴

り

貴

志

祐

介

著

飢

え

群

ょ

う

こ

著

大

蔵

省

腐

敗

官

僚

杉

田

望

著

雪

が

降

る

藤

原

伊

織

著

王

た

ち

の

行

進

落

合

信

彦

著

最

後

の

藁

夏

樹

静

子

著

浄
瑠
璃
坂
の
仇
討
ち
高
橋
義
夫
著

見

え

な

い

敵

阿

部

夏

丸

著

死
体
の
冷
め
な
い
う
ち
に

芦
辺

拓

著

冬
休
み
の
誘
拐
、
夏
休
み
の
殺
人

西
村
京
太
郎
著

霞

町

物

語

浅

田

次

郎

著

ビ
ッ
グ
ベ
ビ

l

沖
藤
典
子
著

よ

め

は

ん

の

人

類

学

黒

川
博
行
著

ほ
め
そ
や
し
た
り
ク
サ
し
た
り

高
島
俊
男
著

言
葉
で
凍
と
/
女
を
あ
げ
る

黒
田
あ
ゆ
み
著

母
・
あ
ぐ
り
の
淳
へ
の
手
紙

吉
行
あ
ぐ
り
著

イ
ア
ン
・
ラ
ン
キ
ン
著

黒
と
青十

一
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

文
学
講
座

「手
づ
く
り
文
庫
」
に
つ
い
て

講

師

佐

川

敬

先

生

日
時
日
月
白
日
側

、、7
ハU
-
}
1
4

ハU
J

r

，.‘

ηべ
υ

t

E
4

内
〈

υ

、

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

。
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
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備)南予水道住設

包 25-1350

佐 藤水道庖

ft24-4410 

備)星 加 水道設備

ft26-0020 

上甲建 設(掬

ft24-5914 
徳森設備

ft25-4023 

滝田 商庖

ft25-0901 

備)丸電工業

ft24-5351 

西 田 水道庖

ft26-0265 

(有 ) 三原設備

ft24-3783 

淳 山水道 工事庖

ft24-2583 

(有)いの水道設備

ft24-2216 

伊予屋 住設

合 24-2 541 

惰)内田電気水道設備

合 25-2858

岡福水道 工 事 庖

ft24-3656 

( 有 ) オクダ設備

ft24-3674 

大塚鉄工 所

合 25-0300

(有)神田鉄工所

ft24-4122 

神南 設備

まま 25-4684

城戸電業 社

ft25-2944 

久保鉄工所

合 26-0537

(械 土 居鉄工所

ft24-4519 
(有)アサノ設備

ft24-0783 

11月号

11月3日ω

人
権
擁
護
委
員
に

松
本
さ
ん
・大
塚
さ
ん
を
再
任

九
月
一
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
次

の
方
が
当
市
の
人
権
擁
護
委
員
に
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
毎
日

の
暮
ら
し
の
中
に
起
こ
る
様
々
な
問
題

や
悩
み
ご
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を
守
り
ま

す
。
ま
た
、
相
談
は
無
料
で
、
難
し
い

手
続
き
も
い
り
ま
せ
ん
。

【
再
任
さ
れ
た
委
員
】

O
氏
名
松
本
忠
行

住
所
大
洲
市
田
処
甲
四
三
二
番
地

8
@
5
2
3
5
 

O
氏
名

住
所

大
塚
年
男

大
洲
市
東
大
洲
二
O
O
三
番

地

五

包

@
5
8
2
9

十
一
月
は
青
少
年
健
全

育
成
強
調
月
間
で
す

青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
は
、
市
民

み
ん
な
の
願
い
で
す
。
大
洲
市
で
は
、

青
少
年
の
非
行
防
止
に
努
め
、
健
全
な

家
庭
さ
つ
く
り
、
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
で
あ
る

11月1日(日)

十

一
月
に
は
「
育
て
よ
う
心
豊
か
な
大

洲
の
子
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
し
て
、
各

公
民
館
を
中
心
に
啓
発
活
動
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
も

「あ
い
さ
つ
・
愛
の
一
戸
運
動
」
を
進

め
ま
し
ょ
う
。

親
業
一
日
講
座

子
育
て
相
却
を
開
催

様
々
な
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
が
、

子
育
て
に
不
安
が
あ
っ
た
り
、
悩
ん
で

い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
日
赤
小
児
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
平
林
先
生
を
お
迎
え
し

て
「
子
ど
も
の
心
を
知
る
に
は
ど
う
す

る
か
」
「
子
ど
も
が
受
け
入
れ
て
く
れ

る
親
の
話
し
方
と
は
」
「
親
子
の
対
立

を
解
く
た
め
に
は
ど
う
す
る
か
」
な
ど
、

心
理
学
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
を
も

と
に
し
て

一
日
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】
日
月
H
目
的

日

時

i
m時

【
場
所
】
大
洲
市
総
合
体
育
館
会
議
室

【
担
当
】

親
・
お
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

平
林
茂
代
(
日
赤
小
児
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
)

※
詳
し
く
は

g
@
4
8
6
2
河
内
、
ま

た
は
含
@
3
2
2
4
久
保
田
ま
で
。

11月7日出

11月8日(日)

11月14日出

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

愛
媛
労
働
基
準
局
で
は
、
県
内
で
働

く
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す

「愛
媛
県
最
低
賃
金
」
を
改
正
し
、
十

月

一
日
か
ら
施
行
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
よ
り
、
十
月
一
日
以
降

分
と
し
て
労
働
者
に
支
払
う
賃
金
は
、

一
日
四
千
七
百
七
十
円
(
一
時
間
五
百

九
十
七
円
)
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
愛
媛
労

働
基
準
局
賃
金
課
8
0
8
9
・
9
3
5
・

5
2
0
0
ま
で
。

今
治
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・カ
レ
ッ
ジ

第
十
一
期
生
募
集

今
治
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ
で

は
、
現
在
、
第
十
一
期
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ

は
、
産
業
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
求
め
ら

れ
て
い
る
情
報
処
理
関
連
技
術
者
を
育

成
す
る
た
め
に
、
労
働
省
の
施
策
の
一

環
と
し
て
、
全
国
日
カ
所
に
設
置
さ
れ

た
『
準
公
立
』
の
人
材
育
成
機
関
で
す
。

【
募
集
学
科
】

定
員
百
名

-
シ
ス
テ
ム
設
計
科

(
シ
ス
テ
ム
開
発
コ

l
ス
)

(
画
像
処
理
コ

l
ス
)

11月15日(日)

11月21日出

11月22日(日)

-
O
A
シ
ス
テ
ム
科

(
情
報
ビ
ジ
ネ
ス

コ
l
ス
)

【
修
業
年
限
】

全
日
制
二
年

【
受
験
料
】

一
万
円

※
受
付
期
間
な
ど
、
詳
し
く
は
今
治
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ
総
務
課

8
0

8
9
8
・
2
2
・
8
0
0
0
ま
で
。

た
き
火
に
ご
注
意
l
・

大
洲
市
に
お
け
る
た
き
火
に
よ
る
火

災
は
、
毎
年
出
火
原
因
の
ト
ッ
プ
を
占

め
て
い
ま
す
。
特
に
、
秋
口
か
ら
春
先

に
か
け
て
は
、
空
気
が
乾
燥
し
風
の
強

い
火
が
多
い
た
め
、
た
き
火
に
よ
る
出

火
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

た
き
火
を
す
る
場
合
に
は
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
火
災
と

見
ま
ち
が
う
恐
れ
の
あ
る
炎
や
煙
が
発

生
す
る
行
為
を
行
う
場
合
に
は
、
事
前

に
大
洲
消
防
署
(
含
@
0
1
1
9
)
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ω空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
日
、
風
の

強
い
日
や
夜
間
は
避
け
る
。

凶
た
き
火
は
広
範
囲
と
な
ら
な
い
よ

ぅ
、
少
し
ず
つ
行
う
。

間
燃
え
や
す
い
物
の
近
く
で
は
行
わ

な
U

削
た
き
火
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
場

11月23日(月)

11月28日出

11月29日(日)

を
離
れ
な
い
。

同
消
火
準
備
を
し
て
お
き
、
残
り
火

の
処
理
を
完
全
に
行
う
。

附
万
一
、
燃
え
広
が
り
消
火
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
消
防

署
に
通
報
す
る
。

松
山
空
港
か
ら
海
外
ヘ

f

松
山
空
港
か
ら
は
、
ソ
ウ
ル
と
の
定

期
航
空
路
線
や
海
外
へ
の
チ
ャ
ー
タ
ー

使
が
運
行
さ
れ
て
お
り
、
ま
す
ま
す
海

外
が
身
近
に
な

っ
て
い
ま
す
。
特
に
日

本
に
最
も
近
い
外
国
と
な
る
韓
国
は
、

安
く
て
短
期
間
で
グ
ル
メ
や
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
を
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て

き
ん
ほ

い
ま
す
。
ま
た
、
ソ
ウ
ル
の
金
浦
空
港

か
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
諸
国
へ

も
乗
り
継
ぎ
が
可
能
で
す
。

-

社

員

旅

行

や

家

出

族
旅
行
に
松
山
空

=
E

港
か
ら
の
ソ
ウ
ル

K
川
凶

rM

便

を

利

用

し

て

は

¥

』

当

い
か
が
で
す
か
。

、
、
拘
¥
』

出
発
は
毎

週

火

・

司

旬

、
ト

木
・
日
曜
日
の
ロ

a
E会
国

時
叩
分
か
ム
正
な
っ

4

て
い
ま
す
。

松
山
空
港
利
用
促
進
協
議
会

月末までの

大洲市内の交通事故

9月末現在 昨年同期

件数 229 217 

負傷者 291 294 

1 
死者 2 2 

9 

13 



旦竺」
~圃

'98 

-

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】

(愛
媛
県
)

日

時

日

月
9
日
間

日
時
1

日
時

場

所

市

役
所
二
階
会
議
室

日
時
日
月
初
日
幽
叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
五
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日
時

日
月
日
日
幽

叩

時

j

日
時

場
所
三
善
公
民
館

日
時
日
月
四
日
岡
山
時
j
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

O

一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

O
法
律
相
談
毎
週
火
曜
日

。
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談
包
@
5
6
2
9
(
直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

叩

時
j

u
時
、
日
時

i
m
時

場

所

大

洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

相
談
ご
と
案
内

広報おおず

【
行
政
相
談
】
(
総
務
庁
)

日

時

日

月
M
日
出

9
時
i
ロ
時

場
所

市

民
会
館
会
議
室

急
ぐ
と
き
に
は
会
@
5
6
6
0
(政

所
)
ま
た
は
会
@
4
2
9
4
(辻
)ま
で

【
社
会
保
院
相
談
}

日

時

日

月
6
日
(
金
)
、
四
日
(
木
)

叩
時
j

M
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
同
和
問
題
に
関
す
る
何
で
も
相
談
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館
包
@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
包
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時
日
月
日
日
同

9
時
i
M
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

岡
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
三
三

0
1
九
包
@
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

な

や

み

ゼ

ロ

会

@
7
8
3
0

【
ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
担
談
電
話
】

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す
。

日

時

毎

日
8
時
叩
分
j
口
時

合
@
町
一
心
什
H
h
v

国
立
大
洲
青
年
の
家

担
当

保健センターだより

合 24-3775
.乳幼児健康診査・

11月2日開平成10年 6月生※

11月17日(刈平成9年 4月生

11月24日(刈平成7年10月生

受付時間 13 : 00 ~ 13 : 30 

実施場所大洲市保健センター

持参品母子手帳・ア ンケート

パスタオル(※のみ)

.乳幼児育児相談.

11月10日ω 平成10年 1月生

受付時間 9 : 30~ 10 : 00 

実施場所大洲市保健センター

持参品母子手帳・パスタオル

.健康相談・栄養相談4・
11月30日(月)

|休|日|急|患|診|療|
11月l日(日)亀井小医院(東大洲)

ft24-3757 
大洲中央病院(東対州)

合 24-4551
松尾産婦医院(中村)

ft24-5803 
大洲中央病院(東大洲)
ft24-4551 

11月8日(日) 松尾産婦医院(中村)
ft24-5803 

大洲中央病院(東対州)

ft24-4551 
11月15日(日)泉内医院(東大洲)

ft24-6407 
大洲中央病院(東大洲)

会 24 -4 5 5 1 
11月22日(日) 清家産婦医院(東大洲)

ft24-6868 
大洲中央病院(東対川)

ft24-4551 
11月23日(月)松元産婦医院(中村)

会 24-3067
市立大洲病院(西大洲)

まま 24-2151
11月初日(日) 石川|内医院(若宮)

合 24-3306
大洲中央病院(東大洲)

まま 24 -4 5 5 1 
[平日夜間の急患]

月・火曜日 市立大洲病院(西大洲)
ft24-2151 

加戸病院(若宮)
ft24-5101 

大洲中央病院(東大洲)
ft24-4551 

11月3日伏)

【
市
民
法
律
相
談
】

市
の
顧
問
弁
護
士
が
相
談
に
お
答
え
し

ま
す
。

日
時
日
月
刊
品
目

ω
叩
時
l
m
時

場
所
市
民
会
館
会
議
室

※
予
約
が
必
要
で
す
。
総
務
財
政
課
行

政

係

会

@
2
1
1
1
(内
線

3
2
8
)

保

健

所

各

種

相

談

V
難
病
医
療
相
談

難
病
患
者
の
療
養
生
活
の
向
上
を
図

る
た
め
、
医
療

・
保
健
・
福
祉
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
時
毎
月
第
3
火
曜
日

日
時
j
日
時

V
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談

日
時
日
月
四
日
嗣

10 ・ 00~12:00 、 13 :OO~ 15:00 

実施場所大洲市保健センター

持参品健康手帳 (予約制)

.経口生ポリオワクチンの投与.

実施日 該当地区

11月11日(水)肱南・久米・平地区

11月18日(制連絡所管内

11月25日(水) 肱北・喜多地区

該当者

1回目 平成10年 1月1日~

6月30日生

日
時
1
日
時

対
象
就
学
前
の
幼
児

(
4
1
6
歳
)

内
容
歯
科
検
診
、
は
み
が
き
指
導
、

フ
ツ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
、
栄
養
相
談

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

大
洲
保
健
所
公
@
3
1
6
5

献

血

の

お

知

ら

せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

日
月
5
日
附

市
立
大
洲
病
院
叩
時
j
u
時

四
国
電
力
日
時
却
分
i
u
時
却
分

大
洲
記
念
病
院
日
時

i
m時
却
分

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

平成 9年 7月 1日~

12月31日生

※生後90カ月 までのお子さんで今

までに 2回服用できなかった人

受付時間

実施場所

持 参品

13 : 00 ~ 13 : 20 

大洲市保健セ ンタ ー

健康手帳・チャイルド

ノート

無料金

2回目

吋ル，
d
古
刈
4

14 

日

木~日曜日

曜水

定
試
験
を
行
い
ま
す
。

【
ワ
ー
プ
ロ
】

試

験

日

ロ

月

5
日
出

受
付
期
間
叩
月
初
日
j

日
月
日
日

※
詳
し
い
内
容
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

商
工
会
議
所
合
@
4
1
1
ー
ま
で

お
お
す
赤
煉
瓦
館
の
ご
案
内

V
「
ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
大
洲
」

真
展

日
月
3
日

ω1日
月
8
日
間

V
池
田
加
志
子
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
展

日
月
日
日

ωj日
月
日
日
佃

V
大
塚
敬
子
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
作
品
展

日
月
ロ
白
川w
l
u
月
却
日
間

※
展
示
時
間
日
時
i
U
時

最
終
日
は
、
民
時
ま
で。

{
休
館
日
の
お
知
ら
せ
】

日
月
1
日
間
は
、
お
お
ず
浪
漫
祭
準

備
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
日
月
2
日
間

は
、
休
館
日
で
す
。

【営
業
時
間
短
縮
の
お
知
ら
せ
】

日
月
か
ら
、
口
時
で
閉
館
し
ま
す
。

3
月
か
ら
は
、
引
き
続
き
泣
時
ま
で

開
館
い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

林
逸
雄
写

8
@
1
2
8
1
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